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鳥取県三朝温泉に於ける二 三の放射性元素
の存春についで
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佐 藤
鳥取県三朝温泉に於ては既に多 くの放射性
元素の存在が確認されている.1)こ 1に述 べ
るRn1,C,TlP"RP.TJに就いてみるに,≡
朝温泉に於ては大な9小なりRnの存在が確
かめられているので,RtTlrl,Cの存在は当然
で,しかもPoの存在が知られているのでRnE
の存在の可能性もあり,又一部源泉では存在
が確認されている.又Thp'に就いてもTnの
存在する源泉にあっては当然存在すると考へ
られるのであるが,之等の放射性元素に関し
ては充分な研究が行われていない･従って三
朝温泉の各地域よE)才即1的に数源泉を選んで
之等の元素を濃縮してみた.
串 一
雄
ナ トリウムにて沈澱させ,この沈澱を塩酸に
て溶解し,ビスマスと鉛を加えて硫化水素を
通 じて硫化物の沈澱を作 L'),渡別後焼灼して
得たものを Geiger-MilerColn[erにてβ放
射能を測定した.
測 定 装 畳
測定に用 いたGeige卜Mi1er管 は mica
Windo､vtypeでその厚さは3･6mLEr/cm2 で あ
3),計数 はsclt】eoH6を用 いた.n'1utura】
countsは50±5Cotlt-tS/minであった.
測定結果並びに考垂
参考迄に測定時に於ける各源泉の化学成分
の含有量を示すと第 1表の通E)である.
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昭和36年 (19･51)S月,岡山大学温泉研究
所分室瀕泉,中湯,郡是和泉寮,大橋天然窺
泉 (O.T･R),岩湯炭酸泉,三朝飴月見の湯
の6淑泉より100Bの温泉水を採水し (0.rl.R
は100),塩化第二鉄約20gを加-て後水酸化
放射能測定値は郡是神泉寮並びに0.T.良.
が最も強 く,之等の源泉のRm含量の大なる
事からみれば当然とも考えられ,叉この事よ
りこの際のβ放射百巨は主としてR:Il一,Cによ
るものなる事がわかる.又 0.T.R.は10Bの
試水を用いたにもか 1わらす他の源泉の100D
*本前党は岡山大学温泉研究BTrに於て行った
佐 藤
の試水から得た放射能よ少も強い事は多量の
Tnの存在が確認されている関係上興味 あ る
事である.
放射能の測定は採水後 4時間にして開始し
たものでその結果は第 1図の通E)である.
三 雄
の存在する以上か 1る牛減期が得られなけれ
ばならない筈である.即ち之等の結 果 よ E)
RaI‡,'Llh13の存在が確認される.
次に更に引続き5日間放射能測定を行った
結果は第2図の通りである･
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測 定 開始 后 の時 間
採水後4時間を経過した時に測定を開始し
たのであるからRaAは既に存在せず,第1図
に於ける初めの傾斜は主としてRafi,Cの壊
変に基 くものと考-られる･最初の傾斜より
年滅期を求めると約30分となD,RaBの半
減期26.8分と暑々一致する.Rap,C分離后
4時間を経過してゐるのでRaB,Cは既に殆
んど過渡平衡の状態に達している筈であるか
ら,かかる一致を見なければならないわけで
ある.次に来る直線よE)求められた牛滅期は
約10時間とな9,rlh】の半減期10.6時間と
よく一致している･これも前と同様ThCと
は既に過渡='ll'-衝にある等であ るか ら,rllfi
]2 14 16 1.q 20 22
第2図の曲線よE)年滅期5日の壊変が認め
られるがcolmt･Sがn'1.tumlcountsと同程度で
あるのでRaEの存在を確認したものとは言
い難い.
次に郡是和泉寮の曲線とモナズ石より抽出
したrhP,の曲線と比較する事によって1･1×
10-12clrieS/Dなる値を得た･然しモナズ石よ
i)抽出したThBは温泉水と同様に処理した
ものではないので共沈等の問題より生する誤
差が可成りあE),上に示したThIち含量 は概
各値に過ぎない･
持 論
三朝温泉に於いて数源泉より採水した試水
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につき,RnB,TlTiの存在を確認又は再確
本研究に関し碍大なる御甚力を惜 しまれなかつ7こ
認したIRaFJに就ては放射能が弱いため存 芦沢唆氏並びに岡山大学温泉研究所私員の方々に探
査を確認したとは言い難い.叉ThBに親て 甚の謝意を表する次序である.
は郡是和泉寮の値の概容を示した.
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8type G-M counter with the recording circuits of scale of 16. Natural background was 50 ± 5
connts per minutes.
Six spring waters of Misasa, namely "Spring of Br:mch LalJoratory", "Nakayu", "Gunze"
"O-'l'-R", "Jwayu", and "Tsukiminoyu" were inve3tigated. RaB was detected in all samples.
ThE was found only in "Gunze" and "O-T-R". ThB content of "Gunze" was estimated,
to be roughly 1 X 10-12 Curie units per liter.
